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   Two cases of inverted papilloma, developed on the bladder neck in 36- and 23-year old 
males, are presented. From the Japanese literature, 40 cases of inverted papillomas have 
been collected and are reviewed. In addition, a review of the consecutive series of 173 
pathological specimens, obtained by bladder biopsy and at the time of bladder surgery over 
the past 5 years disclosed a resembling lesion in two cases of bladder tumors. An inverted 
growth of transitional-cell carcinoma was observed in one case. Transitional-cell carcinoma 
with abundant microcysts was covered by the non-neoplastic transitional-cell epithelium in 
the other case. 
   In conclusion, the inverted urothelial papilloma is more likely an inverted growth of 
the neoplastic epithelium with epithelial metaplasia and microcyst formation, much as is 
observed in so-called chronic proliferative cystitis, than a neoplastic transformation from 
chronic proliferative cystitis. 
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緒 言
Invertedurothelialpapilloma(以下1.P.)は,
1963年Pottsらの 報告1)以来,内 外 で注 目され,報 告
症例 数 も増 加 して い る.そ して,乳 頭 状 移 行上 皮 腫 瘍
や いわ ゆ る慢 性増 殖 性 膀 胱 炎 との移 行共 存 型 も報 告 さ
れ て い る2"v4).いっぽ う,1.P.類似 腫瘍 と して,内 翻
性 増 殖 を示 す 高分 化 型 移 行 上 皮 性 腫 瘍が ま れ で な い こ
とを 強 調 す る報告5)もあ り,LP.の 発 生機 序 に 興 味 が
持 た れ てい る.最 近,わ れ わ れ もLP.の2例 を経 験
した の でLP.本 邦 報 告 例 の 集 計 と文 献 的 考察 を お こ
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発 は な い.
1・P.および1.P.類 似 腫 瘍 の 組 織標 本 は,H.E.,
PAS,AlcianblueおよびMucicarmineの各染 色 を
施 し,さ らに ジ アス タ ーゼ消 化 試 験 を お こな った.ま
た,1.P.と1.P.類似 腫 瘍 の各1例 に,組 織 標 本 の連
続 切 片 と 鍍 銀 染 色 を 加 え て 観 察 した.LP.の1例 に
は電 子 顕 微 鏡 的 観 察 もあわ せ てお こな った 。
成 績
LP.の2例 は,い ず れ もや や 非 薄 化 した 移 行 上 皮
に 被わ れ,索 状 で 不 規 則 に 吻 合 す る 上皮 細 胞 の 内 翻
性増 殖 が見 られた(Fig.3,4),上皮 細 胞 索 間 に は
microcystが散 見 さ れた.細 胞 索 を構 成 す る細 胞 は,
異 型 性,多 形 性 お よび分 裂 核 を 欠 き,移 行 上 皮 と して
の細 胞 配 列 が 保 たれ て いた.扁 平 上 皮 化生 は 見 られ な
か った.1例 で は,樹 枝 状 の比 較 的 幅 の狭 い細 胞 索 が
主 体 を な して い たが,一 部 に は さ らに幅 広 い部 分 も見
られ,後者 の一 部 を構 成 す る細 胞 の胞 体 は,H.E,染色
で 明 る く,PAS,Alcianblue,Mucicarmine染色 陽
性 であ り,ジ ア ス タ ー ゼで は 消 化 さ れ なか った(Fig.
5).こ の 例 で は 腫 瘍 周 辺 粘 膜 にBrunn'snest,
cystitisglandularis,および 限 局性 で 中等 度 の リ ンパ




1.P.類似 腫瘍 の1例 では,上 皮 の内翻性増殖
(Fig.8)の部分 と,外 反性乳頭腫,乳 頭状移行上皮
癌Grade1および一部Grade2が移行的に見 られ














1.P.の本邦 報告 例 に 自験 例 を 加 え た42例 に っ い て
見 る と,患 者 の年 齢 は8歳10ヵ 月5)から82歳3)までで,
Tablel・InvertedPaPillomaの 発 生 部 位
?年 弓 苧 甲1101121徊
膀 胱 頚 部
後 部 尿 道
膀胱三角部












Table2.Invertedpapillomaの 年 齢 と 性 別























との移行共存型を報告 している.ま た岡本 ら3)は,外
反性乳頭腫 との 中間型(共 存型)を 報告す るととも










をおこなった.そ して,両 者の組織的学類似性か ら,
625
両 者 が と もに 尿 路 上皮 腫瘍 の一 型 で あ る こ とが 示 唆 さ
れた.
こ の よ うな 考 え に も とつ く と,こ れ ま で1.P.の 組
織 学 的 特 異 性 に 注 目す る あ ま り,1.P.および1・P・類
似 腫 瘍 と 呼 ん で きた これ らの 腫 瘍 は,Transitional
cellpapillomainvertedtypeおよびTransitional
cellcarcinomainvertadtypeとし て,慎 重 に
gradingする こ とが 臨 床 病 理 学 的 に 重 要 で あ る と考
え られ,予 後 の 比 較検 討 が 望 まれ る.
ラ ッ トに お け る実 験 膀 胱 腫 瘍 の発 生 過 程 に お い て,
高 頻 度 にLP.が 見 られ る11)ことは,1.P.の 発 生 に
carcinogenの関与 が 示 唆 され る.
い っぼ う,1.P.の周 辺 粘膜 にBrunn'snest,cys・
titiscysticaおよびcystitisglandularisのい わ ゆ る
慢 性増 殖 性膀 胱 炎 が しば しば 見 られ る こ とが 古 くか ら
注 目 され て い て12),1.P.をいわ ゆ る 慢 性 増 殖 性 膀 胱
炎 の 発 展 過形 成 とす る考 え もあ る2・3).
1.P.の好 発 部位 で あ る 膀 胱 三 角 部 や 頸 部 に お け る
Brunn'snestやcystitiscysticaは,男性 に お い て
もまれ で は な いが,む しろ 女 性に 多 い13)のに もか か わ
らず,1,P.は男 性 に圧 倒 的 に 多 く見 られ て い る こ と,
さ らに は 尿路 上 皮 腫 瘍 が 男 性 に多 い こ とを考 え あわ せ
る と,LP.は 単 な る 慢 性増 殖 性 膀 胱 炎 の 発 展 過 形 成
で は な く,そ の発 生 にcarcinogenが関与 して い る も
の と考 え た い.
最 近Kunzeら4>は,40例 のLP.を 含 む1,829例の
尿路 腫 瘍 の 組 織 学 的 検 索 を お こな い,1.P.をtrabe-
culartypeとglandulartypeの2型に 分 類 した.
そ し て 前 者 は 尿路 上皮 の 基 底 細 胞 増 殖 に 由来 す る腫
瘍,後 者 はBrunn'snestからcystit三scysticaま
た はcystitisglandularisを経 て 腫 瘍 化 した も ので
あろ うとの 考 え を 示 し た.そ してLP.に 見 られ る
microcystを腫瘍 内 に 取 り残 さ れたcystitiscystica
お よびcystitisglandularisと解 釈 して い るよ うに 思
わ れ る.
Microcystは,いわ ゆ る 慢 性 増 殖 性 膀 胱 炎 とLP.
との 関 連 性 を示 唆す る所 見 であ る と しば しば考 え られ
て きた.し か し,LP.の 発 生 に 関 与 す るcarcinogen
は,お そ ら く主 と し て尿 中 か ら尿 路 上皮 に作 用 して い
る で あ ろ うと考 え る と,膀 胱 腔 とは 交通 性 の乏 しい と
思 わ れ るcystitiscysticaの上 皮 にcarcinogenが作
用 してLP.が 発 生 す る との 考 え に は い さ さか 疑 問 を
感 じる.ま た,い わ ゆ る慢性 増 殖 性 膀 胱 炎 をcarcino-
gcnの作 用 で発 生 した 前 腫 瘍 性 病 変 と考 え る と,前 述
の 男 女 に お け る慢 性 増 殖 性 膀 胱 炎 と尿路 上皮 腫 瘍 の発


















年 間 の膀 胱 生 検 お よび 手術 材 料173検体 か ら選 択 した
invertedgrowthとmicrocystformationを有 す る
2例 の高 分 化 移 行 上皮 癌(Invertedpapilloma類似
腫 瘍)を 病 理 組 織 学 的 に 比 較 検 討 し,さ らにInverted
papillomaの本邦 報 告 例40例 の 集 計 と 文 献 的 考 察 も
あわ せ てお こな った.
Invertedpapillomaの発 生 は,尿 路 上 皮 癌 同様 の
carcinogenの関 与 に よ って 腫 瘍 化 した 上 皮 の 下方 増
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